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【特集】「ふるさと納税」で、徳之島町はますます元気です。

【表紙写真】ふるさと納税返礼品のパッションフルーツ（満田農園）
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徳之島町は
ますます

元気です。

令和５年度の徳之島町ふるさと納税は、寄附件数
4 万 3885 件、寄附額 4 億 2874 万 1300 円（速報値）
のあたたかいご寄附をいただき、ふるさと納税活用
事業も 45 事業（ふるさと納税活用額 1 億 7451 万
9000 円）を実施することができました。

皆様のおかげで寄附件数も過去最多となりました。
徳之島町は、全国の皆様を笑顔にできるようなふ

るさと納税を目指してこれからも頑張ります。今後
とも、皆様からの応援をよろしくお願いいたします。

■民間事業者の独創的な
提案事業など、シマお
こしへチャレンジを
支援する補助金制度

「わっきゃぬシマさ
ば く り 事 業 」 を 実
施しました。

産産業振興業振興

祉祉
■徳之島町は「合計特殊出
生率」日本一の町に。令和
５年度は 86 名の出生児へ祝

金を贈呈しました。ご出産、
おめでとうございます！

福福

光光観観 ■徳之島初となるサーフィン世界大会
「WSL（ワールドサーフリーグ） 2023 

TOKUNOSHIMA TOWN PRO JUNIOR」を開催。世界大会出
場をかけてアジア代表候補がツアー最終戦を戦いました。

おぼらだれん！

おぼらだれん！

ありが
とうございました

！
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ふるさと
 納税で、

徳之島町役場企画課
ふるさと思いやり応援推進係

TEL 0997-82-1113

ふるさと納税にご協力いただける返礼品
事業者・農家を随時募集しております。「う
ちで製造している特産品を返礼品にしてみた
い」「島の魅力を紹介するツアーを体験して
もらいたい」などございましたら、下記まで
お気軽にご相談ください。

返礼品事業者募集中！

特集

環環境境

■ 6 年の歳月をかけ、念願だった「徳之島町史」を 50
年ぶりに刊行。刊行記念シンポジウムも実施しました。

■アメリカへの海外語学留学事業で、５人の高校生がニュー
ヨークへホームステイ。世界規模で展開する大手語学学校

「kaplan」の厳しい環境で学び、貴重な体験となりました。

■「最先端の学びのまち」を目指し、公営塾「学士村」
「向学塾」を実施。また、本町全中学生を対象とし

た学力向上対策試験（鹿児島県統一模試）を年２
回実施しました。

■世界でも徳之島と奄美大島にしかいない
「アマミノクロウサギ」。希少動物を交通事故

から守るため、注意喚起の看板や道路へ減速
帯を舗装しました。

化化
文文  

教教
育育
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出産祝金を贈呈された皆さん

今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
「
出
産

祝
金
贈
呈
式
」
が
４
月
11
日
、
役
場

多
目
的
室
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は

申
請
の
あ
っ
た
17
人
の
対
象
児
へ
出

産
祝
金
を
贈
呈
。
高
岡
秀
規
町
長
か

ら
保
護
者
へ
、
祝
金
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、
全
国
か

ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
思
い
や
り
基
金
」
を
活
用
し
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
毎
年
実
施
。
支

給
額
は
、
第
１
子
が
10
万
円
、
第
２

子
15
万
円
、
第
３
子
25
万
円
、
第
４

子
35
万
円
、
第
５
子
45
万
円
、
第
６

子
以
降
は
１
子
ご
と
に
50
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
１
回
目
の
出
産
祝
金
を
贈
呈

徳
之
島
子
宝
空
港
で
４
月
26
日
、
奄

美
海
上
保
安
部
・
徳
之
島
警
察
署
・
徳

之
島
地
区
消
防
組
合
合
同
の
、
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
中
の
事
故
防
止
啓
発
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向

け
て
例
年
増
加
す
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

中
の
事
故
防
止
の
た
め
、「
地
域
の
方

や
観
光
客
も
含
め
、
天
気
が
悪
い
日
は

海
に
入
ら
な
い
、
一
人
で
海
に
入
ら
な

い
、
子
供
だ
け
で
海
に
入
ら
な
い
、
お

子
様
か
ら
目
を
離
さ
な
い
、
救
命
胴
衣

を
着
用
す
る
等
を
お
守
り
い
た
だ
き
、

美
し
い
海
を
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。」
と
、
来
島
者
へ
注
意
が
呼
び
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。

海
保
・
警
察
・
消
防
合
同
で
海
の
事
故
防
止
呼
び
か
け

徳之島子宝空港で来島者へ啓発

徳
之
島
高
校
と
民
間
企
業
、
徳
之
島

町
が
協
力
開
発
し
た
特
産
品
の
販
売
会

が
４
月
20
日
、
町
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
美
農
里
館
で
あ
り
ま
し
た
。
販
売

し
た
商
品
は
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
よ
も
ぎ
も
ち
を
高
校
生
の

視
点
か
ら
商
品
化
し
た
「
よ
も
ぎ
も
っ

ち
ー
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ド
リ
ー
ム
わ
い
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
生
ま
れ
た
黒
砂
糖

の
綿
菓
子
「
ま
ぁ
～
い
ピ
ー
ス
」
な
ど

４
種
類
。
当
日
は
開
発
に
携
わ
っ
た
生

徒
た
ち
が
店
頭
に
立
っ
て
接
客
し
、
商

品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
開
発
さ

れ
た
特
産
品
は
、
後
日
美
農
里
館
で
期

間
限
定
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
高
校
生
徒
開
発
の
特
産
品
、
美
農
里
館
で
販
売
会

開発商品を PR する徳之島高校の生徒たち

献花台に花を捧げる香川県遺族会の皆さん

２
０
２
４
年
の
現
在
か
ら
80
年
前
、

太
平
洋
戦
争
中
の
１
９
４
４
年
（
昭

和
19
年
）
６
月
29
日
に
、
米
潜
水
艦

の
攻
撃
に
よ
り
徳
之
島
沖
で
沈
ん
だ

輸
送
船
「
富
山
丸
」
の
第
61
回
戦
没

者
慰
霊
祭
が
４
月
17
日
、
亀
徳
な
ご

み
の
岬
公
園
で
あ
り
ま
し
た
。
慰
霊

祭
に
は
犠
牲
者
の
ひ
孫
に
あ
た
る
世

代
か
ら
も
３
人
が
初
参
加
。
関
東
地

区
、
高
知
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、

愛
媛
県
、
大
分
県
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
か
ら
73
人
が
参
列
。
犠
牲

と
な
っ
た
３
７
２
４
人
の
冥
福
を
祈

り
、
恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

戦
禍
の
悲
劇
か
ら
80
年
、
富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭

【※提供記事】
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手
々
小
中
学
校
の
田
植
え
が
４
月

30
日
、
手
々
集
落
の
水
田
で
あ
り
ま

し
た
。
以
前
は
恒
例
の
集
落
行
事
だ
っ

た
手
々
の
田
植
え
。
住
民
の
高
齢
化

等
に
よ
り
実
施
が
途
絶
え
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
１
９
年
に
集
落
有
志
に

よ
り
体
験
活
動
と
し
て
復
活
。
昨
年

か
ら
は
手
々
小
中
学
校
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、
学
校
と
地
域
が
協
力
し

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
植
え
に
は

同
校
児
童
生
徒
や
教
諭
、
地
域
住
民

な
ど
約
20
人
が
参
加
。
田
植
え
唄
が

流
れ
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
る
中
、
泥
の

感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
苗
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
が
協
力
、
手
々
小
中
学
校
で
田
植
え

復活し継承されている昔ながらの田植え ミロコマチコ氏によるワークショップ

町
立
図
書
館
の
移
転
開
館
20
周
年
を

記
念
し
、
画
家
・
絵
本
作
家
の
ミ
ロ
コ

マ
チ
コ
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

４
月
27
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
４
歳
か

ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
達
と

そ
の
保
護
者
約
40
人
が
参
加
。
ク
ジ
ラ

の
描
か
れ
た
大
き
な
紙
に
、
フ
ェ
ル
ト

ペ
ン
や
絵
の
具
を
使
っ
て
思
い
思
い
に

絵
を
描
き
、
全
身
を
絵
の
具
ま
み
れ
に

し
な
が
ら
自
由
に
制
作
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ミ
ロ
コ
マ
チ
コ
氏
は
２
０
１
３
年

に
「
オ
オ
カ
ミ
が
と
ぶ
ひ
」
で
日
本
絵

本
賞
大
賞
を
受
賞
。
現
在
は
龍
郷
町
を

拠
点
に
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
移
転
20
周
年
、
絵
本
作
家
招
き
記
念
イ
ベ
ン
ト

会場を沸かせた各団体のステージパフォーマンス 昔ながらの「サタグンマ（砂糖車）」体験

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
恒
例
黒
砂
糖
祭
、
事
前
の
海
開
き
も観光連盟や町関係者が出席した海開き神事

徳
之
島
町
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
黒
砂
糖
祭
」
が
４
月

28
日
、
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
約
１
８
０
０
人
が
来
場
。

昨
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
飲
食
店

な
ど
の
出
店
も
復
活
し
、
徳
之
島
牛
の

焼
き
肉
丼
な
ど
14
の
ブ
ー
ス
が
並
び
ま

し
た
。「
サ
タ
グ
ン
マ
（
砂
糖
車
）」
を

牛
に
引
か
せ
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
る

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
達
が
牛
の
手

綱
を
引
い
て
体
験
。
サ
タ
ヤ
ド
リ
（
砂

糖
炊
き
小
屋
）
で
は
出
来
た
て
の
黒
砂

糖
が
来
場
者
へ
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
前
の
４
月
25
日
に
は

海
開
き
神
事
が
あ
り
、
関
係
者
が
シ
ー

ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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毎年のように発生する、大雨、台風、地震、津波等による被害。これら自然災害から命を守るた
めには、日ごろから防災知識を身につけ備えをしておくことが大切です。町の実施する防災訓練に、
皆さまぜひご参加ください。

●日時＝令和６年６月 16 日（日）午後１時～午後５時
　　　　※ 12 時 30 分から受付開始
●場所＝健康の森総合運動公園 屋内練習場 他

総務課消防交通係　☎ 0997-82-1111

防災グッズが当たる抽選会も実施します

徳之島町合同防災訓練のお知らせ
問

給付金の申請がお済みでない方へ

低所得世帯支援給付金のご案内

徳之島町では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、低所得世帯の支援のため、
２つの給付金の支給を行っています。対象予定者には確認書を送付しています。内容を確認のうえ
ご返送ください。ご不明な点は介護福祉課の給付金係へお問い合わせください。

【１】徳之島町住民税均等割課税世帯重点支援臨時給付金
　●支給対象者（※令和５年 12 月１日において徳之島町に住所がある世帯）
　   ・令和５年度税申告（令和４年分）の済んでいる世帯（均等割のみ該当）
　●支給額＝１世帯一律 10 万円

【２】徳之島町低所得世帯支援給付金（子ども加算）
　●支給対象者（※令和５年 12 月１日において徳之島町に住所がある世帯）
　　・令和５年度住民税非課税世帯で 18 歳未満の子どもがいる世帯
　　・令和５年度税申告（令和４年分）の済んでいる世帯で、18 歳未満の子どもがいる世帯
　●支給額＝子ども 1 人につき５万円

【給付金の申請受付期限】令和６年６月 30 日（日）
※期限を過ぎると、「書類不備等で保留中の書類」・「申請書の受付」が無効となります。期限内にお

手続きください。

介護福祉課 給付金係　☎ 0997-82-1115問

高齢者元気度アップポイント・われんきゃポイントの対象です。
多くの町民の皆さまのご参加をお待ちしております。

〇備蓄食料等炊き出し訓練（町社会福祉協議会）
〇救急救命講習（徳之島地区消防組合）
〇講話「徳之島の気象について」（名瀬測候所）
〇防災グッズ抽選会　〇消防車での放水体験 など

実施内容



– 7 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 6 月号

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は住民生活課

国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便および本人確

認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）をご持参ください。

●日時＝令和６年６月 19 日（水）午後２時～午後５時
 　　　　　  ６月 20 日（木）午前 9 時～午後２時 30 分

●場所＝役場２階相談室

●相談内容＝年金請求のこと、 国民年金、厚生年金、船員保険
　　　　　　等の年金制度全般に関すること

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1114問

提出の期限は７月 26 日（金）です

農業者年金受給者現況届について

農業委員会事務局　☎ 0997-82-1160問

○現況届は、農業者年金を受給する資格があるかどうかを、毎年１回確認するためのものです。（農
業者年金基金法で定められています。）

○現況届は、令和６年５月末までに、農業者年金の受給者に郵送されています。用紙にご記入いた
だき、農業委員会か花徳支所へ提出してください。

○提出期限は令和６年７月 26 日（金）です。

※期日までに現況届の提出がない場合、提出が確認されるまでの間、
農業者年金が差し止められます。ご注意ください。

※現況届用紙は機械で読み取ります。用紙を汚したり、折り曲げた
りしないようご注意ください。

●受付期間＝令和６年６月３日（月）～令和６年７月 26 日（金）

●提出先＝農業委員会事務局（役場３階）・花徳支所

●記入等の注意点
・受給者ご本人が、現況届に署名・記入してください。

  （※押印は不要です。）

・受給者ご本人が署名・記入をすることが困難な場合は、代理人（親族等）が署名・記入してください。

・現況届を紛失された方は、手書き用の現況届で対応します。農業委員会事務局、花徳支所に用紙

   がありますので、担当窓口でお声がけください。　
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 6 月号

あなたの家のリフォームを支援します

住宅リフォーム助成事業のご案内
建設課 　☎ 0997-82-1155問

補 助 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 世 帯 ・ 対 象 工 事

①一般世帯補助金
【補助率】　　
対象工事費の１５％

【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根、外壁、床、壁、天井等の改

修
・台所、トイレ、浴室、洗面所の改

修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）

・新築工事・設備機器の取替え・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事・解体工事・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

住宅の長寿命化・質の向上や、本町の地域経済の活性化、安定した雇用のため、町民が町内の

施工業者を利用して個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助します。同一住宅、

同１人につき、１回限りの補助となります。ご不明な点は建設課へお問い合わせください。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて、町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象者が所有し、現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分、マンション等の集合住宅は個人専用
部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個人業者
※リフォームに係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できること。（原
則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届いてか
ら着工し、町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完了住宅は認め
られません。）

※受付期間終了後、受付予定件数を上回った場合は、書類確認後抽選を行い、補助対象者を
決定します。

※申請書等の様式は、徳之島町役場 3 階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町公式ウェ　
ブサイトからもダウンロードできます。

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

６月３日（月）～
７月 19 日（金）

徳之島町役場建設課
（庁舎３階）

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 ４件 令和７年 2 月 28 日
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空き家の改修を支援します

空き家活用セーフティネット住宅改修助成事業のご案内
建設課 　☎ 0997-82-1155問

補　

助　

要　

件

空き家の利活用と住宅確保要配慮者の民間住宅への入居の円滑化を図るため、町民が町内の施工

業者を利用して改修工事を行う場合に、その費用の一部を補助します。同一住宅、同１人につき、

１回限りの補助となります。ご不明な点は建設課へお問い合わせください。

【補助対象者】
　徳之島町内に空き家を所有している個人又は法人であること、町税等を滞納していないこと

【補助対象住宅】
　①住宅確保要配慮者専用賃貸住宅として 10 年以上管理すること

　②申請時点において一定期間（3 ヶ月以上）空き家であること

　③住宅確保要配慮者に該当する全てを入居対象としたセーフティネット住宅であること

　④入居世帯の収入が 387,000 円以下であること

　⑤家賃の額を近隣住宅の家賃と均衡を保つ水準以下で定められること

【施工業者（※町税等の滞納がないこと）】
　徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個人業者

　※改修工事に係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できること（原則）

【その他】・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと
　　　　  ・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届いてから着工し、

         町が指定する期限内に完了すること（事前着工・完了住宅は認められません。）

※受付期間開始後、受付順に書類を確認し、補助対象者を決定します。
※申請書等の様式は、徳之島町役場３階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町公式ウェブ

サイトからもダウンロードできます。

●補助額＝対象工事費の 66％（限度額 100 万円）

●対象工事
・子育て世帯対応改修工事
・バリアフリー改修工事
・防火、消火対策工事

・間取り変更工事
・耐震改修工事
・共同居住用住宅に用途変更する為の改修工事

●対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）

・新築工事　・設備機器の取替え　・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事　・改築工事　・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事　・解体工事　・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事　・公共工事の施工に伴う補償工事等

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

６月３日（月）～
７月 19 日（金）

徳之島町役場建設課
（庁舎３階）

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 ２件 令和７年 2 月 28 日
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対象の活動を助成します

助成対象団体
本町における地域の景観形成につながる美化活動や植栽活動、外来植物駆

除等の環境保全活動等を行う団体で、本町の区域内にその活動拠点を置く営
利を目的としない団体（自治会、NPO 法人、地域づくり団体等）

助成対象活動

以下のいずれかの活動（継続的に行うもの）
　①道路、公園等の公共の場所（学校や幼稚園等の教育施設敷地内の活動は
除く）や、集落で実施する美化活動や植栽活動など
　②外来植物駆除等の環境保全活動

助成対象物品
上記に掲げた活動を継続的に行う際に必要な物品で、以下に該当するもの

●資材等（鎌・スコップ・刈払機等の作業道具、肥料・プランター等の資材）
●樹木、花き等、集落の景観形成に資すると認められるもの

助成金の額 1 団体あたり 5 万円以内

事業実施期間 令和６年７月～令和７年２月

申請期間 令和６年６月 28 日（金）まで

結果通知 申請団体へ令和６年７月中に結果を通知します。

申請先 徳之島町役場おもてなし観光課（亀徳新港２階、持参か郵送）

町では、観光客の徳之島へのイメージアップや、世界自然遺産にふさわしい景観を作るため、景
観形成につながる美化活動や植栽活動、外来植物の駆除活動などを行う団体の活動に対し、以下の
内容で助成します。申請用紙はおもてなし観光課窓口（亀徳新港 2 階）のほか、町公式ウェブサイ
トへ掲載しています。ご不明な点はおもてなし観光課までお問い合わせください。

景観形成・環境保全活動団体を募集します
おもてなし観光課 　☎ 0997-83-0731問

販売所や薬局、公的機関等の計量器が対象です

令和６年度特定計量器定期検査のお知らせ

特定計量器定期検査は、計量法に基づき取引や証明などに使われている計量器（はかり）を対象
に２年ごとに行われる検査です。主に販売などを行っている商店、事業所や公的機関で使われてい
る計量器が検査対象です。取引や証明などで使用されるすべての計量器は、定期検査を受けること
が計量法で義務付けられていますので、必ず定期検査を受けるようにしてください。（※検査時に
は計量器の種類に応じた手数料が発生します。）詳細はおもてなし観光課へお問い合わせください。

おもてなし観光課 　☎ 0997-83-0731問

・販売所などで使用している計量器
・薬局などで使用する計量器
・学校等の身体測定で使用されている計量器
・医療機関などで使用されている計量器
・事業所や工場などで使用されている計量器

具体的な対象計量器日にち 時　間 検査場所

７月３日（水）
10 時 30 分～ 11 時 30 分 山公民館

13 時 30 分～ 15 時 30 分 大当生活館

７月４日（木）
９時 30 分～ 11 時 00 分 井之川公民館

13 時 00 分～ 16 時 00 分 生涯学習センター
１階ロビー７月５日（金）９時 30 分～ 14 時 00 分

○特定計量器定期検査日程

※所在検査は 11 月頃案内予定です。
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農産物を育てる仲間で一緒に活動しませんか？

島野菜生産部会の会員を募集しています
農林水産課　☎ 0997-82-1150問

○島野菜生産部会では、会員が育てる農作物の生産量アップや、
　消費者へ安心安全な食材を届けることを目的に活動しています。

○「作った農産物を、給食センターを通じて子どもたちに食べて
　もらいたい」「他の農家と交流して栽培技術を身に付けたい」等
　思っている皆さん、ぜひ島野菜生産部会に加入してみませんか。

○詳細やお申込みは、島野菜生産部会事務局（農林水産課農政係）までお問合せください。

問

食べ残し、 売れ残りや期限が近いなど様々

な理由で、 食べられるのに捨てられてしまう

「食品ロス」。 日本では、 食品ロスの量が年間

523 万トンと推計されており、 日本の人口 1

人当たり毎日おにぎり 1 個 （114g） を捨て

ている計算になります。 また、 世界の食料廃

棄量は年間約 13 億トンで、 人の消費のため

に生産された食料のおおよそ 3 分の 1 が廃

棄され、 7 人に 1 人の子どもが貧困で食事

に困っている状況です。 私たち一人ひとりが

食べものをもっと無駄なく、 大切に消費して

いく必要があります。

６月は「食育月間」・毎月１９日は「食育の日」

今日からできる！今日からできる！家庭でできる食品ロス削減家庭でできる食品ロス削減

【出典 ： 政府広報オンライン （https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201303/4.html）】

まだ食べられるのに捨てた理由まだ食べられるのに捨てた理由

※消費者庁が 2017 年に徳島県で実施した

   食品ロス削減に関する実証事業より

（57％）

（23％）

（11％）

　【食品ロス削減の基本】
〇買物で「買いすぎない」
〇料理で「作りすぎない」
〇外食で「注文しすぎない」
〇食事で「食べきる」

農林水産課　☎ 0997-82-1150問
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亀津地区で整備を進めている公共下水道事業では、

各家庭や事業所のトイレ ・ 台所等での生活雑排水が、

道路に敷設された下水道管を通り、 下水処理場で処理

が行われ、 海へ流れます。

その下水道管の中にごみが詰まり、 取り除く作業が発

生しています。 布やビニール、 お菓子の袋など、 雑多な

ものが 「トイレ」 で流されているものと思われます。

ごみを取り除くには多大な労力がかかり、 本来発生し

ない撤去費用に税金が使われることとなります。

トイレに下水道管が詰まるものを流していませんか？トイレに下水道管が詰まるものを流していませんか？
建設課　☎ 0997-82-1155問

令
和
６
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月

10
日
（
水
）
ま
で
は
労
働
保
険

の
年
度
更
新
の
申
告
及
び
保
険

料
納
付
の
期
間
で
す
。
令
和
６

年
４
月
か
ら
労
災
保
険
料
率
と

労
務
費
率
が
一
部
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。「
労
災
保
険
料
率　

変
更
」
で
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。
ｅ
‐
Ｇ
ｏ
ｖ
の
電
子

申
請
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
労

働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９
―
２
２
３
―
８
２
７
６

台
風
海
難
防
止
強
調
運
動

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋

海
上
保
安
署
で
は
、
本
格
的
な

台
風
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
台
風
海
難
防
止
強
調
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
来
る
ぞ
台

風
！
備
え
は
よ
い
か
！
」

●
実
施
期
間
＝
６
月
21
日（
金
）

～
６
月
30
日
（
日
）

台
風
に
よ
る
海
難
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
、
台
風
情
報
を

早
期
に
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
船

舶
所
有
者
に
あ
っ
て
は
、
①
大

型
船
は
安
全
な
海
域
へ
早
期
避

難 

②
小
型
船
舶
は
陸
揚
げ
・

固
縛 

③
港
内
避
泊
の
場
合
は

係
留
強
化 

の
３
点
を
心
掛
け
、

早
め
の
備
え
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
中
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
も
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

海
上
保
安
官
募
集
案
内

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

験（
２
０
２
５
年
４
月
採
用
）】

●
受
付
期
間
＝
７
月
16
日（
火
）

～
７
月
25
日
（
木
）
※
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

●
試
験
日
程
等

・
第
１
次
試
験
日
：
９
月
22
日

（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
：
10
月
15
日

（
火
）
～
10
月
24
日
（
木
）

・
最
終
合
格
発
表
日
：
11
月
19

日（
火
）（
航
空
課
程
を
除
く
）

・
第
３
次
試
験
日
：
11
月
30
日

（
土
）
～
12
月
10
日
（
火
）（
航

空
課
程
の
み
）

・
最
終
合
格
発
表
日

　

２
０
２
５
年
１
月
16
日（
木
）

（
航
空
課
程
の
み
）

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

試
験（
２
０
２
５
年
４
月
採
用
）】

●
受
付
期
間
＝
８
月
22
日（
木
）

～
９
月
４
日
（
水
）
※
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

●
試
験
日
程
等

・
第
１
次
試
験
日
：
10
月
26
日

（
土
）、
10
月
27
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
：
12
月
13
日

（
金
）

・
最
終
合
格
発
表
日

　

２
０
２
５
年
１
月
16
日（
木
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
第
十
管
区

海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事

課　

☎
０
９
９
―
２
５
０
―

９
８
０
０

　
海
上
保
安
官

　
採
用
サ
イ
ト

トイレに流せるのはトイレットペーパーなどの水に溶ける物だけです。
下水道管の詰まりの原因になるものは決して流さないでください。

下水道管から取り除かれたごみ
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ク
シ
」
と
言
い
ま
す
。
か
つ
て
丘
の
下

に
藩
の
御お
く
ら蔵

が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
の
丘

と
い
う
意
味
で
す
。
畑
が
広
が
る
場
所

で
し
た
が
、
昭
和
16
年
に
村
立
青
年
学

校
が
建
て
ら
れ
、
終
戦
間
も
な
い
昭
和

21
年
に
亀
津
高
等
女
学
校
が
開
校
。
徳

之
島
高
校
は
女
学
校
（
２
年
後
に
実
業

学
校
）
を
引
き
継
い
で
開
校
し
ま
し
た
。

学
校
前
の
旧
県
道
は
大
正
時
代
に
入
っ

て
開
通
し
た
道
路
で
、
そ
れ
ま
で
道
ら

し
い
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

坂
を
下
り
き
っ
て
右
に
曲
が
る
と
亀

津
小
学
校
の
路
地
。
曲
が
り
角
一
帯

は
「
上
の
殿と
の
ち内
」
と
呼
ば
れ
る
場
所

で
、
琉
球
時
代
か
ら
亀
津
を
治
め
る
役

人
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
す
ぐ
上

に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
社
屋
。
こ
こ
が
薩
摩
藩

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
「
安あ
ん
じ
ゅ
う
じ

住
寺
」
跡

で
す
。
明
治
４
年
に
徳
之
島
初
の
学
校

（
後
の
亀
津
小
学
校
）
が
こ
こ
に
開
校
。

亀
津
が
「
日
本
一
の
学
士
村
」
に
な
る

礎
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
亀
津
小
は

明
治
21
年
に
中
区
の
旧
代
官
所
前
に
移

転
。
さ
ら
に
明
治
41
年
に
龍た
つ
の
て
い
い
ち

野
定
一
先

生
の
生
家
周
辺
を
買
い
取
っ
て
現
在
地

に
移
転
し
ま
し
た
。
続
き
は
ま
た
次
回
。

（
町
誌
編
さ
ん
室  

米
田 

博
久
）

今
回
は
亀
津
の
街
の
歴
史
散
歩
、
ま

ず
は
亀
津
北
部
か
ら
で
す
。
文
化
会

館
な
ど
の
町
施
設
が
集
ま
る
一
角
に

は
、
亀
津
海
岸
埋
立
て
事
業
完
成
の
記

念
碑
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
42
年
か
ら
14

年
間
か
け
、
幅
約
２
０
０
㍍
、
長
さ
約

１
５
０
０
㍍
に
わ
た
っ
て
埋
立
て
ら
れ

ま
し
た
。碑
の
後
ろ
に
あ
っ
た
大
岩「
軍

艦
石
」
は
、
昭
和
60
年
代
に
撤
去
。
横

の
路
地
が
不
自
然
に
曲
が
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
大
岩
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

こ
こ
か
ら
旧
県
道
へ
。
フ
ァ
ミ
マ
北

店
の
横
に
は
、
今
も
高
い
崖
が
旧
県
道

に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
迫
り
、
か
つ

て
は
亀
津
、亀
徳
と
の
境
界
域
で
し
た
。

フ
ァ
ミ
マ
や
モ
リ
自
動
車
の
あ
た
り
に

も
、
ホ
ソ
ウ
マ
タ
の
丘
が
迫
っ
て
い
ま

し
た
が
、
海
岸
埋
め
立
て
用
に
採
取
さ

れ
た
こ
と
で
宅
地
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
旧
県
道
を
南
に
進
む
と
ア

ン
ゴ
ウ
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
橋
を
渡

る
と
右
手
は
フ
ナ
タ
イ
の
崖
。
そ
の
北

端
は
亀
津
の
「
拝
み
山
」
で
す
。
亀
津

に
入
る
時
は
、
こ
の
山
に
一
礼
す
る
も

の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
拝
み
山
に
建
っ

て
い
る
の
は
秋あ
き
は葉
神
社
。
祠
の
真
後
ろ

に
崖が
い
そ
う
ぼ

葬
墓
（
崖
の
中
腹
の
窪
み
に
遺
体

を
風
葬
す
る
古
い
風
習
）
が
あ
っ
て
、

手
を
合
わ
せ
る
と
崖
葬
墓
を
拝
む
感
じ

に
な
り
ま
す
。
拝
み
山
の
神
様
は
、
こ

の
お
墓
の
主
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

徳
之
島
高
校
に
向
か
っ
て
少
し
歩
く

と
、
左
右
に
広
が
る
の
は
「
フ
ナ
タ
イ

墓
地
」。
江
戸
時
代
は
県
道
下
の
墓
地

の
３
分
の
２
ほ
ど
の
広
さ
で
、
当
時
と

し
て
は
か
な
り
大
き
な
も
の
で
し
た
。

墓
地
横
の
崖
の
窪
み
に
は
複
数
の
崖
葬

墓
が
残
っ
て
い
て
、
今
で
も
祀
っ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら

の
風
葬
跡
は
墓
地
（
土
葬
文
化
）
が
で

き
る
前
ま
で
の
葬
制
に
な
り
ま
す
。

徳
之
島
高
校
の
あ
る
丘
は
「
ク
ラ
ン

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

亀
津
の
歴
史
散
歩
①

　

～
北
区
を
中
心
に
～

教
育
委
員
会
だ
よ
り

社
会
教
育
課

☎
０
９
９
７—

８
２—

２
９
０
４

問

町スポーツ少年団交歓大会サッカー競技、亀津が３年ぶり優勝

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
歓
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
が
４
月
21
日
、
町
健
康

の
森
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
あ

り
ま
し
た
。亀
津
サ
ッ
カ
ー
、亀
徳
サ
ッ

カ
ー
、
東
天
城
Ｆ
Ｃ
の
３
チ
ー
ム
が
出

場
。
総
当
た
り
戦
３
試
合
を
行
い
、
無

失
点
で
得
点
を
重
ね
た
亀
津
が
亀
徳
、

東
天
城
を
破
り
、
３
年
ぶ
り
の
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。【
１
位
：
亀
津
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
２
位
：
東
天
城
Ｆ

Ｃ
▽
３
位
：
亀
徳
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
】

大島地区大会出場を決めた亀津サッカースポーツ少年団

埋立完工記念碑とかつてあった軍艦岩
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『いい人すぎるよ図鑑』

明円 卓著、佐々木 日菜、真子 
千絵美／著　〔一般書〕

イラストとコメントにふふっ
と笑ってしまう。身近ないいひ
と、自分もいい人だと気づき、
好きになる（かも）。さらっと
読めるのでおすすめです。

『世界がかわるシマ思考 離島に学
ぶ、生きるすべ』

世界がかわるシマ思考制作委員会／
著、 離島経済新聞社／編〔一般書〕

人口減時代、心豊かに生きる知恵
は島 ( シマ ) にあり。日本と世界に
向けて「島の可能性」を紹介。養
老孟司ら有識者の金言、座談会、
ワークシートなども掲載。有人離
島専門メディア『ritokei』掲載記事
に加筆、再編集。

『オニガシマラソン海』

トロル／作・絵　〔絵本〕

あ の 伝 説 の マ ラ ソ ン 大 会 が
帰ってきました。大会の名は、

「オニガシマラソン海」! 世界各
地から集まった妖怪や伝説の

生き物など、総勢 42 名の強者たちがゴールのリュウグ
ウ城を目指して走ります！

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『1 面、降版します 特命記者の事件簿』

松井 蒼馬／著〔小説〕

毎朝経済新聞社に勤める藤崎桃果
は、誤報を起こして記者から整理
部に左遷され、やる気を失ってい
た。ある日、編集局ナンバー 2 から、
他社にネタをリークしている裏切
り者捜しを頼まれて…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『看板ボーイズ』

菊地 百恵、モノガタリラボ／著
〔小説〕

祖父が喫茶店を営んでいた、看板
建築と呼ばれる建物に引越してき
た誠は、なぜか美青年ワタルと同
居することに。そして、古い押し
入れから出てきたノートをきっか
けに、2 人は、日本各地の看板建築
を巡る不思議な旅を始め…。

☆職員おすすめ本☆　    

の図書館展示

○虫の本　○父の日　○歯の衛生週間

6 月

お知らせ

○イベント

　わきゃ島塾 第１回　「徳之島の成り立ち」

　【日時】 6/15（土）午後２時～午後３時 30分

　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

《６月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ９日（日）　、 25日（火）
　【花徳支所】 ７日（金）、11日（火）

○おはなしの時間

　0歳～　　6/2　（日）午後 2時 30分～

　3歳～　　6/8（土）、6/22（土）午後 2時 30分～

わきゃ島塾 第２回　『徳之島の自然』

受講者を募集しています！

　【日時】 7/21（日）午後２時～午後３時 30分

　【講師】 池村茂 氏 （文化財保護審議委員）

　　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

　参加方法や内容など、 ご不明な点は図書館へお問

　い合わせください。
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【
日
に
ち
】
6
月
10
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
６
月
20
日
（
木
）

【
場　

所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

・
家
族
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　

　
（※
マ
マ
だ
け
の
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
）

・
沐
浴
体
験

・
産
後
の
過
ご
し
方

　
（※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も

　
　
で
き
ま
す
！
）

徳之島町保健センター　電話：0997-83-3121

令和６年度 子宮がん・乳がん検診のお知らせ

子宮頸がんは 20 代～ 30 代で増加傾向にあります。早期
のうちは自覚症状がないため、20 歳になったら定期的な検
診が大切です。乳がんは 40 歳代後半にもっとも多く発生し、
女性にできるがんの中で一番多いですが早期に発見できれ
ば、高い確率で治すことができるがんです。

６月 16 日～６月 22 日は
「ハンセン病問題を正しく理解する週間」です

かつてわが国では、ハンセン病についての誤った考えが定着しており、患者であった方は
強制的に隔離され、ご本人だけでなくご家族も偏見や差別を受け、かけがえのない多くの方々
の人生が奪われました。ハンセン病は感染症ですが感染力は非常に弱く、うつりにくい病気
です。また、早期発見と早期治療により短期間で完治する病気です。

差別や偏見を引き起こした悲しい歴史を 2 度と繰り返さないために、私たち一人ひとりが、
ハンセン病問題とは何かを正しく理解しましょう。

※徳之島町の日程で受けられない方は、天城町・伊仙町の日程でも受けられます。詳しくは
お手元に届く受診票（裏面）をご確認ください。

※受診票が届いていない方は保健センター（☎ 0997-83-3121）までご連絡ください。

日　　程 時　　間 会　　場

７/ ２ （火）
８ ： 30 ～　9 ： 30 山公民館

13 ： 00 ～ 14 ： 00 井之川公民館

７/ ３ （水）
８ ： 30 ～ 10 ： 00

花徳生活館 （前川）
13 ： 00 ～ 14 ： 00

７/4 （木） ～７/ ７ （日）
８ ： 30 ～ 10 ： 00

徳之島町保健センター
13 ： 00 ～ 14 ： 00

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
が　

あ
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談
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広報 徳之島  2024 年 6 月号

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,533 人

 男 4,700 人

 女 4,833 人

世帯数 4,586 戸

　

（+130）

（+ 67）

（+ 63）

（+ 93）

（括弧内は先月との比較）

令和６年５月１日現在

※令和２年国勢調査に基づく推計

　人口です。

◇
４
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

元
　
　
和
一
　
90
　
花
　
徳

勝
山
　
メ
ト
　
95
　
井
之
川

福
田
　
信
𠮷𠮷
　
91
　
母
　
間

平
山
　
し
げ
　
100
　
亀
　
津

石
田
　
勝
志
　
47
　
亀
　
津

安
　
　
博
　
　
67
　
亀
　
徳

藤
崎
　
芳
久
　
72
　
花
　
徳

白
山
　
素
子
　
94
　
亀
　
津

福
田
佐
和
一
　
90
　
亀
　
津

柳
　
　
俊
治
　
71
　
　
山
　

盛
　
　
啓
子
　
68
　
亀
　
津

小
林
涼
一
郎
　
92
　
亀
　
徳

山
本
カ
ヨ
子
　
93
　
花
　
徳

池
田
　
増
𠮷𠮷
　
99
　
母
　
間

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

長
井
　

は
れ
る
　

晴
　
（
　
翼
　

由
美
子
） 

　
山
　

米
村
　

め

　

い

芽
依
（
昌
　
悟

優
　
子
） 

花
　
徳

瀬
戸
口

ま

　

お

真
生
（
　
僚
　

千
笑
子
） 

亀
　
津

松
山
　

お

　

と

和
采
（
秀
　
平

真
　
美
） 

亀
　
津

徳
山
　
　

す
い翠

（
修
　
治

く
り
す
ち
な

） 

亀
　
津

戸
籍
の
窓

【
有
料
広
告
】

勇 惠美子 さん
亀徳

笑顔がとっても素敵な惠美子さん。亀徳公民館

で月に２回行われる地域サロンに歩いて元気に参加

され、積極的に活動に取り組んでいます。長年、昔

ながらの機織り機で布を織っていたとのことで、取

材の際も、惠美子さんご自身で織った素敵な大島紬

をご披露いただき、羽織った姿を撮影させていただ

きました。長生きの秘訣について尋ねると、「一日三

食しっかりと食べて、たくさん寝ること」と話して

くれました。お体に気をつけて、これからもますま

す元気にお過ごしください。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

（92 歳）


